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1．はじめに 

2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災により，

東北地方は壊滅的な被害を受けた。特に，福島県は地

震被害だけでなく津波被害や原発事故も併せて発生し

たため，被害の大きさは甚大であった。いわき市にお

いても，地震による津波から逃げ遅れたために多くの

命が失われた。今回の震災を教訓として，今後大規模

災害が発生した際，市民が安全かつ円滑に避難するこ

とのできる緊急時交通ネットワークの策定が必要であ

ると考える。 

本研究は，いわき市における東日本大震災による地

震や津波による道路の被災を市街地単位で明らかにす

ることを目的とするものである。その上で，いわき市

全体としての交通体系の被災を明らかにし，市街地内，

市街地間にみる緊急時交通ネットワークとしての課題

を見出していく。 

 

2．研究の対象と方法 

2.1 研究対象と震災の概要 

本研究は，太平洋沿岸から阿武隈山系にかかる面積

1,231.3km2 の広大な面積を誇るいわき市を対象とし

て，1966 年の広域合併前の旧市町村を一つの地区とし

て捉えて，調査・分析を進めるものである。ここで，

13 の地区の中でも沿岸部に位置する久之浜，四倉，平，

小名浜，勿来の 5 つの地区については，津波により被

災した市街地として研究対象とする。5 つの市街地に

ついては，さらにその空間構造より久之浜 5，四倉 3，

平 3，小名浜 6，勿来 4 と合計 21 の区域に区分して調

査・分析する。 

いわき市における震災の発生と被災内容については，

表 1 に示す通りである。建物被害は，合計 79,633 棟

にも及び，現在も調査中の状況にある。 

2.2 研究方法 

被災状況を明らかにするために，1/50,000と 1/2,500

のいわき市都市計画図を用いて記録した。第一に，国

土地理院の津波浸水域調査結果 1）を用い，南北の沿岸

およそ 60ｋｍにわたる浸水域をデータとして記録し

た。その上で，第二に，道路の被災状況をいわき市の

（道路・橋りょう）被害状況報告書 2）を用いて，同じ

くデータとして記録した。そこで，第三に，津波の浸

水域と道路被害の関係について分析し，津波による被

災状況の明確化を図った。また両データの記録を基に，

現地調査を通して被災状況と被害内容の具体化を図っ

た。 

 

3．地区単位にみる道路の被災 

3.1 地区単位にみる道路被災箇所 

 報告されている 121 の橋梁・道路の被災箇所を特定

し，地区単位でその割合をみたものが図 1 である。こ

れをみると，全体としてみた場合，沿岸南部の勿来地

区が 25％と最も多く，次いで同じく沿岸の小名浜地区

が 22％，平地区が 12％となっている。このことより，

津波により被災を含む地区において，被災箇所が多い

形となっていることがわかる。 

3.2 被害内容 

 被害内容について全体と沿岸地区に分けてみてみた

ものが，表 2 である。これをみると，全体として 37

の被害に分類されることがわかる。最も多い被害内容

は，「路面段差」と「路面陥没」がともに 15 箇所あり，

次いで「道路亀裂」（13 箇所），「法面崩落」と「道路

沈下」（ともに 11 箇所），「道路損壊」（10 箇所）と 10

箇所以上での被害をみることができる。これらの被害

内容について，沿岸の 5 地区に限ってみてみると，「道

路沈下」が 11 箇所，「道路損壊」が 10 箇所あり，す

べて沿岸地区で発生していることがわかる。また，「路

面陥没」（10 箇所）や「法面崩落」（6 箇所）というよ

うに，大半が沿岸地区で発生していることがわかる。 
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被害 内容

310名

（うち，3名は4月11日（金）の余震による。）

不明者 37名

11件

（うち，2件は4月11日（金）の余震による。）

全壊：7,615棟

大規模半壊：6,842棟

半壊：22,831棟

一部損壊：42,345棟

※現在，調査続行中

死者

火災発生件数

建物被害

表 1 いわき市における震災の発生と被災の概要 

内容 震源

3月11日（金） 14時46分頃 地震発生（M9.0）震度6弱 三陸沖

4月11日（月） 17時16分頃 地震発生（M7.1）震度6弱 福島県浜通り

4月12日（火） 14時07分頃 地震発生（M6.3）震度6弱 福島県浜通り

日時

（2012 年 1 月 18 日現在） 
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図 1 地区単位にみる道路被災の割合 



4．市街地構造にみる被災状況 

4.1 沿岸市街地構造 

 沿岸市街地を対象として，既往研究 3）を基に地形と

道路体系に着目した市街地構造について分析した。そ

の結果，地形については，「河口型」（5 区域），「河川

内型」（2 区域），「直汀型」（5 区域），「曲汀型」（1 区

域），「崎山型」（2 区域），「分類不能」（6 区域）の 6

つに分類することができた。対象とする市街地におい

ては，「河口型」と「直汀型」を多くみることができる。

また，ここでは「分類不能」な複雑な地形も 6 区域み

ることができる。 

また，市街地内道路体系について，幅員 6.0ｍ以上

の幹線道路により「一直線型」（4 区域），「枝状」（5

区域），「梯子型」（4 区域），「網目状」（8 区域）の 4

つに分類することができた。全体としては，線状の道

路体系が多いことがわかる。 

対象市街地の各区域の市街地構造パターンを表 3 に

示す。「分類不能」の地形を除くと，「河口型・枝状」，

「河口型・はしご型」，「直汀型・一直線型」，「直汀型・

はしご型」をそれぞれ 2 区域ずつみることができ，線

状の市街地構造を多くみることができる。 

4.2 市街地構造にみる被災状況 

 被害内容と市街地構造の関係についてみてみると，

地形については「河口型」において津波の浸水域も広

く，被害が大きいということができる。これに道路体

系をあわせてみてみると，末続区域や下神白区域にみ

るように「枝状」の道路体系において特に大きな被災

を受けていることがわかる。これについては，他の地

形においても「一直線型」や「枝状」にみる線状の道

路体系の区域においては，大きな被災を受けていると

いうことができる。一方，四倉市街地の「6 丁目」や

「東 3 丁目・4 丁目」区域，小名浜市街地の「小名浜」

区域にみるように，「分類不能・網目状」の市街地構造

パターンにおいては，他の区域と比較して被害が大き

くないということができる。複雑な地形に加えて，「網

目状」の面的な道路体系においては，防災と緊急時の

対応が機能しやすい形であったということができる。 

 

5．おわりに 

 本研究により，震度 6 弱の地震が 3 度発生したいわ

き市を対象として，地区単位にみる被災状況を明らか

にすることにより，その特徴を明確にすることができ

た。また，沿岸市街地を対象として市街地構造と被災

状況の関係をみることにより，被災状況の違いを明ら

かにすることができ，防災や緊急時の機能について把

握することができた。 

このように，地区単位での被災状況と道路体系の関

係を分析することにより，いわき市全体としての被災

状況と交通ネットワークの現状を明らかにすることが

できた。今後は，土地利用に関する調査・分析を進め，

市街地構造を構成する要素として加え，地形や道路体

系との相補関係を構築し，災害時に機能する緊急時交

通ネットワークを示していく必要がある。 
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表 3 市街地構造パターン 

 
市街地 区域 地形 道路体系

末続 河口型 枝状

金ケ沢 河川内型 一直線型

海岸～旧道 河口型 梯子型

旧道～6号 直汀型 一直線型

田之網 直汀型 一直線型

6丁目 分類不能 網目状

東3丁目・4丁目 分類不能 網目状

仁井田 直汀型 枝状

沼ノ内 河口型 梯子型

薄磯 直汀型 梯子型

豊間 河口型 網目状

走出 崎山型 一直線型

江名港 分類不能 網目状

折戸・中ノ作 分類不能 網目状

永崎 曲汀型 網目状

下神白 河口型 枝状

小名浜 分類不能 網目状

小浜 崎山型 枝状

岩間 分類不能 枝状

錦 河川内型 網目状

関田 直汀型 梯子型

久之浜

四倉

平

小名浜

勿来

被害内容 全体
沿岸
地区

被害内容 全体
沿岸
地区

路面陥没 15 10 道路崩落 2 2

路面段差 15 3 道路隆起 2 1

道路亀裂 13 1 舗装版隆起 2 2

道路沈下 11 11 溝破損 2 1

法面崩落 11 6 落橋 2 2

道路損壊 10 10 路肩崩落 2 2

地すべり 8 0 路体崩壊 2 0

橋取付部沈下 8 8 石積崩落 1 0

落石 6 0 階段崩落 1 1

舗装亀裂 5 0 護岸破損 1 1

土砂崩落 4 3 側溝沈下 1 0

橋前後路面陥没 4 4 倒木・土砂流入 1 0

橋梁取付段差 3 3 法面ブロック破損 1 0

津波 3 3 ブロック塀倒壊 1 0

舗装段差 3 1 歩道版沈下 1 1

路面クラック沈下 3 2 マンホール隆起 1 0

橋脚、橋台破損 2 2 隣接家屋倒壊の恐れ 1 1

車線崩落 2 1 路体流出 1 1

地山崩落 2 2 合計 153 85

表 2 被害内容（全体・沿岸地区） 
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